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骨盤ケアで改善！ PART９
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発達外来の子どもから見えてくる
胎児姿勢・べびぃケアの重要性
北翔会札幌あゆみの園・ひまわり会札樽病院 小児科医 加藤靜恵

発達外来で、協調運動が苦手な広汎性発達障害などの小児を対象に、感覚統合療法を

主体とした作業療法を行なっている。子どもたちは頸部の正中固定や正中固視ができ

ず（向きぐせが残存し視線が合わせづらく）、非対称性緊張性頚反射（ATNR）などの

原始反射が残存し、保護伸展反応の獲得が不十分（転んでも手が出ない）で、関節の

動きのぎこちなさがある。乳児院でのべびぃケアの取り組みを紹介し、発達を促す保

育者の関わりの重要性と有用性について報告する。

丸寝・丸抱きを新生児ケアに取り入れることの効果
ＪＡ北海道厚生連 帯広厚生病院 助産師 平崎加奈子

当院は十勝の中枢を担う総合病院であり、年間分娩件数は約 700。年々「泣き止まない。

ベッドに置くと起きる」と嘆く母が多くなり、顔や頭のゆがみ、向き癖や体幹のねじれ、

授乳が難しい児が多くなっていると感じる。

この状態を改善するために、丸寝・丸抱きを導入することとしたが、その前後における

新生児の、排便回数、母親の育児のしやすさについてのアンケートを実施した。その結果、

当院のべびぃに対するスタンダードケアの向上につながったので報告する。




